


産業廃棄物処理計画実施状況報告書

別紙処理フロー

令和4年度に発生した産業廃棄物ごとの星と処理計画の実施結果

フローに記載した産業廃棄1 _ -- • 

物の種類
※本用紙

ローは別シートに記載してください。

（単位：t/年）

事業場名称 ： ―i’ 

鴫

→11⑧た量
自ら中間処理した後再生利用し

不要物等発生量
利用し

※1 
自社の他事業場
からの搬入量 ③ 

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

贔

※3 
自ら中問処理した後自社の他事
業場での処理量

A

自
己
処
理

④自ら中間処理した量

一
b 

自ら中間処理した後の処
理委託量

0.0 t 

注）右上のフローには、令和4年度の実績値を記載してください。下
表の中央列には、令和4年度目標値を記載してください。下表の右
列は、右上フローに記載された令和4年度実績値が自動的に計算
されます

゜
項目

▼
 

（濶
2

回）

令和4年度
目標値

a.at 

令和4年度
実績値

0.0 t 

自社の他事業場での
※2処理量

↓
 

b
残
さ
物
の
委
託
処
理

ヘ
の処理委託量

①排出量

②十⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量

⑦自ら中間処理により減
量した量

③十⑨自ら埋立処分又は海
洋投入処分を行った量

⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者へ
の処理委託量

⑫再生利用業者への処
理委託量

⑬認定熱回収業者への
処理委託量

⑭認定熱回収業者以外の熱回
収を行う業者への処理委託量

0.0 t 

0.0 t 0.0 t 

0.0 t a.a t 
冒

一
B 直接処理委託量 .. 

0.0 t a.a t 0.0 t 

0.0 t 

0.0 t 0.0 t 

0.0 t 

0.0 t 

0.0 t 

B
 
直
接
委
託
処
理

B-1 
中間処理委託
量

0.0 t 

（目的別内訳）

再生利用前
委託量

最終処分前
委託量

下水等放流
前委託量

⑩のうち認定熱回収業者
⑭以外の熱回収を行う業者

への処理委託量

a.at 0.0 t 

O.O't 

a.at 

0.0 t B-2量
最終処分委託

0,0 t 

【産業廃棄物の種類 （ア～卜）】
．．．．．．．涵冠薮".....．．．．．．．．．．．．．．ダ沃守"““••••一•"．．．．．．．．．．．．．．．．＿..........＂＂；／....｀砥g•ぐ＂

．汚泥 ケ．繊維くず ,.がれき類
＇．廃油 コ．動植物性残さ チ．動物のふん尿
．廃酸 サ．動物系固形不要物 ツ．動物の死体
．廃アルカリ シ． ゴムくず テ．ばいじん

．,.廃プぅス和ク類 ス．金属くず 卜．混合廃棄物その他
注．．．駆れ． ． ．．．．．．． ． ．．．．．．．．．．．．．如．．．m．入平．姓已．．．．憩滋．器．q烹．．．． ． ．．．．．．．．．．．．．．一•一· ··……................. .
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産業廃棄物処理計画実施状況報告書

別紙処理フロー

令和4年度に発生した産業廃棄物ごとの量と処理計画の実施結果

フローに記載した産業廃棄
物の種類
※木用紙は廃棄物の種類ごとに1枚の記

ローは別シートに記喩してください。

（単位：t/年）

不要物等発生量

有償物量

事業場名称 ： 

ャ II⑧た量
自ら中問処理した後再生利用し

こおけ

0.0 t 

※1 
自社の他事業場
からの撮入量

利用し

③ 
自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

▲
 

※3 
自ら中間処理した後自社の他事
業場での処理量

（目的別内訳）

A

自
己
処
理

④自ら中間処理した量
ヤ

⑤ 
④のうち熱回収を
行った量

注）右上のフローには、令和4年度の実績値を記載してください。下
表の中央列には、令和4年度目標値を記載してください。下表の右
列は、右上フローに記載された令和4年度実績値が自動的に計算
されます。

項目

処の後たし理処rei
量

中
託

ら
委

自
理b

 4
 

b
残
さ
物
の
委
託
処
理

〇.0t 

11 

（濾
2

固）

自社の他事業場での
※2処理量

①排出量

令和4年度
目標値

0.0 t 

令和4年度
実績値

0.0 t 

②十⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量

⑦自ら中間処理により減
量した量

③十⑨自ら埋立処分又は海
洋投入処分を行った量

0.0 t 0.0 t 

0.0 t 

0.0 t 

0.0 t 

0.0 t 

0.0 t 0.0 t 

0.0 t 

▼
 

B
 

ヤ
B 直接処理委託量 .. 

⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者へ
の処理委託量

⑫再生利用業者への処
理委託量

⑬認定熱回収業者への
処理委託量

⑭認定勲回収業者以外の熱回
収を行う業者への処理委託量

0.0 t 

0.0 t 

0.0 t 直
接
委
託
処
理

8-1 
中間処理委託
量

0.0 t 0.0 t 

（目的別内訳）

再生利用前
委託量

晟終処分前
委託量

下水等放流
前委託量

⑩のうち認定熱回収業者
⑭以外の熱回収を行う業者

への処理委託量

0.0 t 0.0 t 

0.0 t 0.0 t B-2量
最終処分委託

0.0 t 0.0 t 

【産業廃棄物の種類（ア～卜）］
げ．＂蓋 ＇民葦＇＂＇’,．．．．．．．．．． 初＂禾之ず'“'••··· ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・i:―砿ざい

iイ．汚泥 ケ．繊維くず クがれき類 I 
iウ， 廃油 コ．動植物性残さ チ．動物のふん尿 i 
！エ．廃酸 サ．動物系固形不要物 ツ．動物の死体 l 
！オ． 廃アルカリ シ．ゴムくず テ．ばいじん i 
I力．廃プうスチック類 ス．金属くず 卜，混合廃棄物その他 i 
注．紐くず．．．．．．．．．．-・-．．．．．．．．．怠．．虻訟．． 点i.？．'jゴ．遠磁器．q充，．．.........•一••...●●""""●●●●●●●●…•••”””.... .............l



産業廃棄物処理計画実施状況報告書

別紙処理フロー

令和4年度に発生した産業廃棄物ごとの量と処理計画の実施結果

フローに記載した産業廃棄
物の種類

※本用紙は廃棄物の種韻3とに1枚の記
ローは別シートに記戦してください。

（単位：t/年）

し

不要物等発生量

※1 
自社の他事業場
からの搬入量

,t 

③ 
自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

事業場名称 ： 

自ら中間
ヤ II⑧た量

⑨ 
自ら中間処理した後自ら埋立処
分又は海洋投入処分した量

量

※3 
自ら中間処理した後自社の他事
業場での処理量

（目的別内

A

自

己

処

理

④自ら中間処理した量
→ 

行った量

注）右上のフローには、令和4年度の実績値を記載してください。下
表の中央列には、令和4年度目標値を記載してください。下表の右
列は、右上フローに記載された令和4年度実績饉が自動的に計算
されます

゜
項目

0.0 t 

（罹
2

回）

令和4年度
目標値

〇.0t 

令和4年度
実績値

0.0 t 

※2 
自社の他寧業場での
処理量

処の後たし理処間
量

中
託

ら
委

自
理b

 4
 

b
残

さ

物

の

委

託

処

理

▼
 

①排出量

②十⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量

⑦自ら中間処理により減
量した量

③十⑨自ら埋立処分又は海
洋投入処分を行った量

0.0 t 0,0 t 

0.0 t 

0.0,t 

0.0 t 

0.0 t 

冒

一書►
B 直接処理委託量

~ 

0.0 t 

0.0 t 0.0 t B
 

⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者へ
の処理委託量

⑫再生利用業者への処
理委託量

⑬認定熱回収業者への
処理委託量

⑭認定勲回収業者以外の熱回
収を行う業者への処理委託量

0.0 t 

0.0 t 

0.0 t B-1 
中間処理委託
量

0.0 t 

0.0 t 

0.0 t 

0.0 t 

0.0 t 

0.0 t 

0.0 t 

直

接

委

託

処

理

0.0 t 

B-2 
最終処分委託
量

（目的別内訳）

再生利用前
委託量

忌終処分前
委託量

下水等放流
前委託量

【産業廃棄物の種類（ア～卜）】.．．．．．．．．．．.．．_.．．．．． 
iア．燃え殻

．．．． ．．．．．．．． 
ク木くず

．．．． 

I 
：イ．汚泥 ケ．繊維くず
ゥ．廃油 コ．動植物性残さ

t 
；エ．屍酸 サ．動物系固形不妻物
iオ．廃アルカリ シ．ゴムくず
i力．屍プラス和ク類 ス．金属くず
計，.”．紐¢f.……• ••••••,......,…•焦．ぶ訟．：泣烈．：：比陶砒器．岱充

"""'● ●●● ●●●........ 
9`.鉱さい

... 
ク．がれき類
チ．動物のふん尿
ツ．動物の死体
テ，ばいじん
ト．混合廃棄物その他 l 

I ．．．．．．．．．．．．． ．．．＂ ● ● ●●”.."'＂ "..........••I 

・・・・・・・, 

i 

⑩(I)うち諾定熱回収業者
⑭以外の熱回収を行う業者

への処理委託量



産業廃棄物処理計画実施状況報告書

3-2 

別紙処理フロー ＇

令和4年度に発生した産業廃棄物ごとの量と処理計画の実施結果

フローに記戴した産業廃棄
物の種類
※本用紙は廃棄物の種類ごとに1枚の記

ローは別シートに記戟してください。

（単位：V年） 有償物量

※1 
自社の他寧業場
からの搬入量

▼
 

③ 
自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

事業場名称 ： 

▲
 

※3 
自ら中間処理した後自社の他事
業場での処理量

A

自
己
処
理

④自ら中間処理した量
ヤ

注）右上のフローには、令和4年度の実績値を記載してください。下
表の中央列には、令和4年度目標値を記戟してください。下表の右
列は、右上フローに記載された令和4年度実績値が自動的に計算
されます

゜
項目

b 
自ら中問処理した後の処
理委託量

0.0 t 

（湘
[
2
回）

①排出量

②十⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量

⑦ 自ら中間処理により減
量した量

③十⑨ 自ら埋立処分又は海
洋投入処分を行った量

⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者へ
の処理委託量

⑫ 再生利用業者への処
理委託量

⑬認定熱回収業者への
処理委託量

⑭ 認定黙回収業者以外の熱回
収を行う業者への処理委託量

令和4年度
目標1直

0.0 t 

令和4年度
実績値

0.0 t 

▼
 

※2 
自社の他寧業場での
処理量

0.0 t 0.0 t 

0.0 t 0,0 t 
▼
 

ヤ
B 直接処理委託量

~ 

0.0 t 0.0 t 0.0 t 

0.0 t 

0.0 t 

0.0 t 

0.0 t 

0.0 t 

0.0 t 

0.0 t 0.0 t 

a.at 0.0 t 

0.0 t 0.0 t 

B
 
直
接
委
託
処
理

B-1 
中間処理委託
量

0.0 t 

（目的別内訳）

再生利用前
委託量

最終処分前
委託量

下水等放流
前委託量

⑩のうち認定熱回収業者
⑭以外の熱回収を行う業者

への処理委託量

B-2量
最終処分委託

【産業廃棄物の種類 （ア～卜）】.．．．．．.．．．．．． 
i7．燃え殻

● ● ●ヽヽ．．．．．．．．．．．． ．．．．．． ．． 
ク木くず

．．．．． 

！イ．汚泥 ケ．繊維くず
切． 廃油 コ．動植物性残さ
iエ．廃酸 サ．動物系固形不要物
lオ．廃アルカリ シ． ゴムくず
；力．廃プラス7'/ク類 入金閾くず
圧．紐笠．．．．．．． ． ．．．．．．．．．．．． 9•…ぷ．．幻．i．． 9・;!泣．牝．f．直磁器．g．．．．．

リ．鉱さい i 
夕．がれき類 1 

チ．動物のふん尿 l 
ツ．動物の死体 I 
テ．ばいじん ！ 
ト．混合廃棄物その他 i 

； ............................................................. 



産業廃棄 物 処 理 計 画 実 施 状況報告書

別紙処理フロー

令和4年度に発生した産業廃棄物ごとの塁と処理計画の実施結果

『
ローは別シートに記載してください。

（単位：t/年）

事業場名称 ： 

自ら中間処理した後再生利用し
→lI⑧た量

利用し

※1 
自社の他事業場
からの搬入量 ③ 

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

鼻

※3 
自ら中間処理した後自社の他事
業場での処理量

A

自

己

処

理

④自ら中間処理した量
一~

0.0 t 

注）右上のフローには、令和4年度の実績値を記載してください。下
表の中央列には、令和4年度目標値を記載してください。下表の右
列ば、右上フローに記載された令和4年度実績値が自動的に計算
されます

項目

⑦ 
自ら中間処理によ

＇ り減量した量

0.0 t 

処の後たし理処間
量

中
託

ら
委

自
理b

 4
 

b
残
さ
物
の
委
託
処
理

（滋
!
2
i
m
)

冒

①排出量

②十⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量

⑦自ら中閲処理により減
量した量

③十⑨ 自ら埋立処分又は海
洋投入処分を行った量

令和4年度
目標催

0.0 t 

令和4年度
実績値

0.0 t 

0,0 t O.Olt 

0.0 t 0.0 t ．
 

※2 
自社の他事業場での
処理量

者へ

0.0 t 

ヤ
B 直接処理委託量 者... 

D.D t 0.0 t 0.0 t 

0.0 t 0.0 t B
 

⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者へ
の処理委託量

⑫再生利用業者への処
理委託量

⑬認定熱回収業者への
処理委託量

⑭認定熱回収業者以外の熱回
収を行う業者への処理委託量

0,0 t 0.0 t 

0.0 t 0.0 t 

0.0 t 0.0 t 

直
接
委
託
処
理

B-1 量
中間処理委託

0.0 t 

（目的別内訳）

再生利用前
委託量

母終処分前
委託量

下水等放流
前委託量

⑩のうち認定熱回収業者
⑭以外の熱回収を行う業者

への処理委託量

0.0 t 0.0 t B-2量
最終処分委託

0.0 t 0.0 t t
 

［産業廃棄物の種類 （ア～卜）】
げ．遠戻薮••••••…... .. .. .. 4 ・・・ゲ釈守"-一．．．．．．．．．．．．．．．．．

ii:汚泥 ケ．．繊維くず
，り，廃油 ユ動植物性残さ
iエ．廃酸 サ．動物系固形不要物
lォ．廃アルカリ シ． ゴムくず
i力． 廃プうスチック類 ス．金属くず

拉．．紙奴究．．．．．．．．．．．、．．．．．．．．．．．ぶ．ぶぅ．i．．．コ辺．，1：：：t．．．．懃滋器．＜烹．．．．．．

............... 
＇J.鉱さい

""'● ● •................... ， 
タ．がれき類 l 
チ．動物のふん尿 l 
,.動物の死体 i 
テ． ばいじん l 
ト，混合廃棄物その他 I 

-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 



産業廃棄 物 処 理 計 画 実 施 状況報告書

3-2 

別紙処理フロー

令和4年度に発生した産棠廃棄物ごとの萱と処理計画の実施結果

喧こ；：%：~；三こご：：：:る
（単位：t/年） 有償物量

不要物等発生量

※1 
自社の他事業場
からの搬入量 ③ 

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

0.0 t 

事業場名称 ： 

0.0 t 

→11⑧ た量
自ら中閤処理した後再生利用し

鼻

⑨ 
自ら中閤
分又は海

0.0 

※3 
自ら中間処理した後自社の他事
業場での処理量

（目的別内訳）

A

自
己
処
理

④自ら中間処理した量 ~I⑥ 
0.0 

処の後たし理処間
量

中
託

ら
委

自
理b

 4
 

一

b
残
さ
物
の
委
託
処
理

0.0 t 

0.0 t 

0.0 t 0.0 t 

注）右上のフローには、令和4年度の実績値を記載してください。下
表の中央列には、令和4年度目標値を記載してください。下表の右
列は、右上フローに記絨された令和4年度実績値が自動的に計算
されます

項゚目

0.0 t 

冒

（濶
2

岡）

令和4年度
目標値

令和4年度
実績値

※2 
自社の他事業場での
処理量

①排出量 19.8 t 21.3 t 

②十⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量

0,0 t 0.0 t 

0.0 t 0.0 t 
▼
 

一
B 直接処理委託量 .. 

⑦自ら中間処理により減
量した量

③十⑨自ら埋立処分又は海
洋投入処分を行った量

⑩全処理委託量

〇.0t 0.0 t 21.3 t 

0.0 t 

19,8 t 

0.0 t 

21,3 t 

⑪優良認定処理業者へ
の処理委託量

⑫再生利用業者への処
理委託量

⑬認定熱回収業者への
処理委託量

⑭認定熱回収業者以外の熱回
収を行う業者への処理委託量

19.B t 21,3.t 

巳

直
接
委
託
処
理

B-1 
中問処理委託
量

21.3 t 

（目的別内訳）

再生利用前
委託量

最終処分前
委託量

下水等放流
前委託量

0.0 t 

13.3 t 

8.0 t ⑩のうち認定熱回収業者
⑭以外の熱回収を行う業者

への処理委託量

0.0 t 

0.0 t 

0.0 t 

13.3 It 

a.a t 

0.0 t 

B-2:i: 
晟終処分委託

0.0 t 

【産業廃棄物の種類（ア～卜）］
""""" 

ア．燃え殻
""""●9 9 9 9 9 9 9 9 • • • • • • • . 

ク， 木くず
...．,.．．．．．．． 9 9 9 9 9 ...．...． ．．．.．．．．．．．．. 

／`．鉱さい
.．．．,．9 9 9 9 9 9 9 .,  

；イ．汚泥 ケ．繊維くず 夕．がれき類 I 
！り．廃油 コ．動植物性残さ テ．動物のふん尿 ［ 
iI..廃酸 サ．動物系固形不要物 ツ．動物の死体
iォ．廃アルカリ シ．ゴムくず テ．ばいじん
ヵ．脱プラステック類 ス．金属くず 卜，混合視棄物その他 l 
ふ．．紙勺ず．．．．．．． セ．虻5．入．．．ェ切？．リ：：：｝．．’．應li統器．＜烹，........................_.,.................. 

0.0 t 



産業廃棄物処理計画実施状況報告書

別紙処理フロー

令和4年度に発生した産業廃棄物ごとの量と処理計画の実施結果

写喜ここ:1霊 記載こ：：；なる廃棄物の1処理フ 母；i：;；；ミi;;;;；；五五―;;;`::;：；;i:；
（単位：t/年）

⇒ ||．．．．．．．．．．り·—._．．．． .．．．．．.．．． ．.．．．．．．．．．．．．．．..．．．．．．．．．．．．．．．．．．.．．．...．．．．．．．．....．.．.. • •一
有償物量

事業場名称 ： 

ヤ II⑧た量
自ら中間処理した後再生利用し

0,0 t 

不要物等発生量
利用し

ヤ

※1 
自社の他事業場
からの搬入量

0.0 t 

③ 
自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

0.0 t 

⑨口つ千 l印匹年<..,I平日ら埋立処
分又は海洋投入処分した量

0.0 t 

贔

※3 
自ら中間処理した後自社の他事
業場での処理量

A 0.0 t 

自
己
処
理

④自ら中間処理した量 → 
0.0 t 0.0 t 

（目的別内訳）

『
前

荒
0.0 t 

（濁
2
岡
i

)

注）右上のフローには、令和4年度の実績値を記載してください。下
表の中央列には、令和4年度目標値を記載してください。下表の右
列は、右上フローに記載された令和4年度実績値が自動的に計算
されます

゜
項目

令和4年度
目標値

a.a t 

自社の他事業場での
※2処理量

自ら中間処理によ
り減量した量

a.a t 

処の後たし理処閤
量

中
託

ら
委

自
理b

 
4
 

b
残

さ

物

の

委

託

処

理

．
 

ヘ

①排出量 4.7 t 

令和4年要
実績値

14.7 t 0,0 t 

②十⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量

⑦自ら中間処理により減
量した量

③十⑨自ら埋立処分又は海
洋投入処分を行った量

⑩全処理委託量

0.0 t 0.0 t 

O.O• t 0.0 t 
▼
 

一~
B 直接処理委託量 .. 只

への処理委託量

0.0 t 0,0 t 14.7 t 

0.0 t 0.0 t B
 

（目的別内訳）

再生利用前
委託量

冠終処分前
委託量

下水等放流
前委託量

0.0 t 

4.7 t 14.7 t B-1 
中間処理委託
量

⑪優良認定処理業者へ
の処理委託量

⑫再生利用業者への処
理委託量

⑬認定熱回収業者への
処理委託量

⑭認定熱回収業者以外の熱回
収を行う業者への処理委託量

4.7 t 14,7 t 14.7 t 

14.7 t ⑪四ツノつ虞区・いに処理
l 造去＾＾加畑委託量

i4.7 t 

⑩のうち認定熱回収業者
⑭以外の熱回収を行う業者

への処理委託量

0.01t 

直
接
委
託
処
理

0.0 t 

0.0 t 

0.0 t 

0.0 t B-2量
最終処分委託

0.0 t 0.0 t 

【産業廃棄物の種類（ア～卜）］..●● ● ●● "● 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 ●"" ー．．．．．← • • 
ア，燃え殻 ク．木くず ＇）． 鉱さい
ィ．汚泥 ケ．繊維くず 夕．がれき類
ウ，廃油 コ，動植物性残さ チ．動物のふん尿
工，廃酸 サ．動物系因形不要物 ツ．動物の死体
；オ．廃アルカリ シ．ゴムくず テ．ばいじん
；ヵ．庚7・ラ入チッり類 ス．金属くず 卜．混合廃棄物その他
i．も，＂駆立．．．．．9999999 ●● ...,…，虹．力互ぶ．辺9,'l ：：：t,：懃磁器，＜況，＇”●● 99 99' ＂ “9 99 ●9•••一:.…•一99●99999 ●●'””"

0.0 t 
．．．．．．．．．！ 



産 業 廃 棄物処理計画実施状況報告書

別紙処理フロー

令和4年度に発生した産業廃棄物ごとの量と処理計画の実施結果

品孟：： ： ： 業 廃 ：I枚 城:•り木；ず t 廃棄物 1 }芯芦霊:ぷは古芦ば茫，9席は出芯品。卸！
※本用紙は の種類-とに1 の記とょま 。呉よる の処理フ

i売婁及び物品貫貸婁に係るものJ皇設菓（工作物の新築、改簗．廉去に伴って生じたもの）． i
ローは別シートに記載してください。

i［全彙種対象J貨物の魂逼のために使用したパレット（パレットヘの賃物の積付けのために使i
i用したこん包用の木材を含む． ）（単位：t/年） .~ 有償物量 ＿l ・・-...... .. .... ..…． ．．．．．．．．．．． ．．．． ． ー• • •••••一ー·”... ...........… · ···· … . . .. .................... ...… • • • _ ．． ．疇．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ．． ．．． ．．．． ． ．．．．．．．．．． ．． m

事業場名称 ： 

⑧ 
自ら中間処理した後再生利用し
た量

0.0 t 

不要物等発生量 -9~ 

※1 
自社の他事業場
からの搬入量 ③ 

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

0.0 t 

量

⑨ 
“ ＇̂0 心ヽTIメ 9ヽ に 9Jし,_・

0.0 ・ 

※3 
自ら中間処理した後自社の他事
業場での処理量

（目的別内訳）

A

自
己
処
理

0.0 t 

④自ら中間処理した量

0.0 t 

注）右上のフローには、令和4年度の実績値を記載してください。下
表の中央列には、令和4年度目標値を記載してください。下表の右
列は、右上フローに記載された令和4年度実績値が自動的に計算
されます。

項目

0.0 t 

処の後たし理処間
量

中
託

ら
委

自
理b

 
4
 

b
残
さ
物
の
委
託
処
理

0.0 t 

▼
 

0.0 t 

（鴻
2

囲）

令和4年度
目標値

19.6 t 

令和4年度
実績値

21.1 t 

自社の他事業場での
※2処理量

① 排出量

②十⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量

⑦自ら中間処理により減
量した量

③十⑨ 自ら埋立処分又は海
洋投入処分を行った量

O.Olt 0.0 t 

0.0 t 0.0 t ＂ 

一
B 直接処理委託量 ,. 

0.0 t 0.0 t 21.1 t 

O.Ot 0.0 t B
 

0.0 t 

⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者へ
の処理委託量

⑫ 再生利用業者への処
理委託量

⑬認定熱回収業者への
処理委託量

⑭認定勲回収業者以外の勲回
収を行う業者への処理委託量

19.61t 21.1 t 直
接
委
託
処
理

B-1 
中間処理委託
量

19.6 t 13.1 t 21.1 t 

（目的別内訳）

再生利用前
委託量

景終処分前
委託量

下水等放流
前委託量

21.1 t ⑩のうち認定熱回収業者
⑭以外の熱回収を行う業者

への処理委託量

0.0 t o.o-t 0.0 t 

0.0 t 0.0-t B-2量
表終処分委託

0.0 t 0.0 t 0.0 t 

【産業廃棄物の種類 （ア～卜）］
rr:．…•薔這""'"•一..,．万：．．．．釈ず"............ .. .“"“.. . ............. ．．． ．． ． ．＂＂．了．．．面承―i●●●●●●”

；イ．汚泥 ケ．繊維くず ,.がれき類
iウ． 廃油 コ．動植物性残さ チ．動物のふん尿
i工．廃醸 サ．動物系固形不要物 ツ．動物の死体
［オ．廃アルカリ シ． ゴムくず テ．ばいじん
i力．廃プラス和ク類 入 金属くず 卜．混合廃棄物その他

洩．．紐qず． ．． ． ．． ．．．．．．．．．．． 9•……•払．．．力互る．溢咄．：：£．．．．陶憔器．q烹．．．．． ．．．．．．．“'． ．．．．． ．．．．．． ．．．．．



産業廃棄物処理計画実施状況報告書

3-2 

別紙処理フロー

令和4年度に発生した産業廃棄物ごとの量と処理計画の実施結果

品孟載ニー1 枚 戟ケ；織:くずt 廃梨 1 lば ，ず」には業種指定があり、該当業種以外では一般廃棄物となり、報告対象：

※本用紙は の稲類-とに1 の記 とよりま。異よる ： •物の処理フ i［該当業種］織縫工業（衣服その他の繊縫製品製造業を除く）、建殷彙（エ作物の ' 
ローは別シートに記載してください。 l新築改築障去に伴って生じたもの）

（単位：t/年） 二=」I 有償物量 i......................- —•--…..................—•……-----------------------••------- •-------------------- -- ．．．．．．．．．．...．．i 

事業場名称 ： 

不要物等発生量

※1 
． 自社の他事業場

からの搬入量

利用し

③ 
自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

▲
 

ヤ• I I⑧た量
自ら中間処理した後再生利用し

※3 
自ら中間処理した後自社の他事
業場での処理量

（目的別内訳）

A

自

己

処

理

④自ら中間処理した量

注）右上のフローには、令和4年度の実績値を記載してください。下
表の中央列には、令和4年度目標値を記載してください。下表の右
列は、右上フローに記載された令和4年度実績1直が自動的に計算
されます

゜
項目

⑥ 
日ら中間処埋した

→► II 後の残さ量

0.0 t 

（演
2
回
i

)

①排出量

令和4年度
目標値

0.0 t 

令和4年度
実績値

0.0 t 

処の後たし理処間
量

中
託

ら
委

自
理b

 ↓
 

b
残
さ
物
の
委
託
処
理

0.0 t 

＂ 

②十⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量

⑦自ら中間処理により減
量した量

③十⑨自ら埋立処分又は海
洋投入処分を行った量

O.Ot 0,0 t 

a.at 0.0 t 
▼
 

自社の他事業場での
※2処理量

一
B 直接処理委託量 .. 

0.0 t 0.0 t 0.0 t 

0.0 t 0.0 t 

⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者へ
の処理委託量

⑫再生利用業者への処
理委託量

⑬認定熱回収業者への
処理委託量

⑭認定熱回収業者以外の熱回
収を行う業者への処理委託量

0.0 t 0.0 t 

日

直
接
委
託
処
理

B-1 
中間処理委託
量

0.0 t 0.0 t 0,0 t 

（目的別内訳）

再生利用前
委託量

長終処分前
委託量

下水等放流
前委託量

⑩ 
直接及ひ目ら中間処理
した後の処理委託量

0.0 t 

⑩のうち認定熱回収業者
⑭以外の熱回収を行う業者

への処理委託量

0.0 t o.o it 

0.0 t 0.0 It B-2量
晟終処分委託

0.0 l 0.0 t 

【産業廃棄物の種類 （ア～卜）］
究磁＇冠薮'••"""●""""""咬深芍＂．．．．．．．．．．．．．．贔..●●●●●---...... ... .....;i.＿．．虹ざぷ'.........

ィ．汚泥 ケ．繊雑くず 夕．がれき類
iウ．廃油 J.動植物性残さ 手動物のふん尿
lI.廃酸 サ．動物系固形不要物 ツ．動物の死体
！オ．廃アルカリ シ．ゴムくず テ．ぱいじん ！ 
i力．廃プうスチ9ク類 ス．金属くず 卜．混合廃棄物その他 i 
注．紙Q究．．．．．．．．，．．．．．．．．．．．．．如．ーが3.8...3以？．リごt．．．．懃滋器．q充．．．．．．．．．．ー・,．．．．．．．會．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．＂．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．i



産業廃棄 物 処 理 計 画 実 施 状況報告書

別紙処理フロー

令和4年度に発生した産業廃棄物ごとの量と処理計画の実施結果

予ご：業廃棄• I 枚 ］良動植物性残さ廃蜘Inr元さ」には業1璽指定が年、該当玉・ロ以外では一般廃棄物となり、五

※ ＂用紙i の種類ことに1 の記 となります。異よる の処理フ ！［該当婁種】食料品製造業、医藁品製造業、香料霰造業において原料として伎用し ！
ローは別シートに記戟してください。 iた動物又は植物の固形状の不蔓物

（単位：t/年） 二上l1 有償物量 I 

事業場名称 ： 

→11⑧た量
自ら中閤処理した後再生利用し

※1 
自社の他事業場
からの搬入量

雷
l

③ 
自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

▲
 

※3 
自ら中JIil処理した後自社の他事
業場での処理量

A

自
己
処
理

④自ら中問処理した量

注）右上のフローには、令和4年度の実績値を記載してください。下
表の中央列には、令和4年度目標値を記載してください。下表の右
列は、右上フローに記載された令和4年度実績値が自動的に計算
されます

項目

処の後たし理処間
量

中
託

ら
委

自
理b

 ↓
 

b
残
さ
物
の
委
託
処
理

0.0 t 

冒

（葺
2

到）

①排出量

②+（8） 自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量

⑦自ら中間処理により減
量した量

③十⑨自ら埋立処分又は海
洋投入処分を行った量

⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者へ
の処理委託量

⑫再生利用業者への処
理委託量

⑬認定熱回収業者への
処理委託量

⑭屁定黙回収業者以外の熱回
収を行う業名への処理委託量

令和4年度
目標値

0.0 t 

令和4年度
実績値

0.0 t 

※2 
自社の他事業場での
処理量 の処理委託量

0.0 t 

0.0 t 0.0 t 

0.0 t 

0.0 t 

0.0 t ＂ ー
0.0 t 

B 直接処理委託量

0.0 t 

~ 

0.0 t 0.0 t B
 

0.0 t Bー1
中間処理委託
量

O,O't 

0.0 t 

0.0 t 

直
接
委
託
処
理

0.0 t 

（目的別内訳）

再生利用前
委託量

棗終処分前
委託量

下水等放流
前委託量

⑩ 
If'!.9文ムロ自ら中間処理
1 +4名 mbll理委託量

0.0 t 

⑲のうち認定熱回収業者
⑭以外の熱回収を行う業者

への処理委託量

0.0 t 。.0t 

0.0 t 0.0 t B-2 
最終処分委託
量

0.0 t 0.0 t 

［産業廃棄物の種類（ア～卜）］
-"""""""""""" iア． 燃え殻

．．．．．．贔•

り
""""" 

．木くず
lイ． 汚泥 ケ．繊維くず

I 
iウ．廃油 コ．動植物性残さ
；工．廃酸 サ．動物系固形不要物
iオ．廃アルカリ シ．ゴムくず
i力．廃7万ス和ク類 ス．金属くず

iぎ．』舟邸究．ー・,．．．．．,……忠．9・カ．：1．ぷ．：，aぇ？．リヰ．．．膳礁器．q式．’＂”"'

．．． 
ソ．鉱さい
ク．がれき類
チ．動物のふん尿
ツ．動物の死体 ； 
テ．ばいじん
ト．混合廃棄物その他 I 

； ・・・・・・・・・・・・・・・-・--・・ 

I 
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別紙処理フロー

令和4年度に発生した産業廃棄物ごとの量と処理計画の実施結果

竺盃f:；：産業廃棄＊1 サ．：門？多不要： I lは字寄！物」には集種指定があり．該当業種以外では一般廃棄物となり．

※ 用紙 ， の種類ことに1枚の記 とより 。異なる 棄物の処理フ 1【該当業種lと畜場1こおいてとさつし、又は解体した獣畜及び食鳥処理場において
ローは別シートに記峨してください。 i食鳥処運をした食鳥に係る閲形状の不夏物

（単位：t1年) -=ゴ！ 有償物量 l , 

事業場名称 ： 

⑧ 
自ら中間処理した後再生利用し

→|l た量

不要物等発生量
利用し

※1 
自社の他事業場
からの搬入量 ③ 

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

鼻

※3 
自ら中間処理した後自社の他事
業場での処理量

A

自
己
処
理

④自ら中間処理した量 ⑥ 
自ら中間処理した

ヤ II 後の残さ量

0.0 t 

⑤ 
④のうち熱回収を
行った量

注）右上のフローには、令和4年度の実績値を記載してください。下
表の中央列には、 令和4年度目標値を記載してください。下表の右
列は、右上フローに記載された令和4年度実績値が自動的に計算
されます

項目 ※2 
自社の他事業場での
処理量

⑦ 
自ら中間処理によ
り減量した量

0.0 t 

処の後たし理処間
量

中
託

ら
委

自
理b

 4
 

b
残
さ
物
の
委
託
処
理

0.0 t 

冒

（濶
2

圏）

①排出量

②十⑧ 自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量

⑦ 自ら中間処理により減
量した量：

③十⑨自ら埋立処分又は海
洋投入処分を行った量

⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者へ
の処理委託量

⑫再生利用業者への処
理委託量

⑬認定熱回収業者への
処理委託量

⑭ IE定熱回収業者以外の熱回
収を行う業者への処理委託量

令和4年度
目標値

0.0 t 

令和4年度
実績値

0.0 t 

0.0 t 

0.0 t 

0.0 t 

0.0 t 

。.0t 

0,0 t 

0.01t 

0.0 it 

曹

B
 

0.0 t 

0.0 t 

0.0 t 

0.0 t 

0.0 t 

0.0 t 

a.at 

0.0 t 

0.0 t 

0.0 t 

—釦
B 直接処理委託量

~ 

0.0 t 

直
接
委
託
処
理

B-1 
中間処理委託
量

0,0 t 

（目的別内訳）

再生利用前
委託量

最終処分前
委託量

下水等放流
前委託量

8-2 
最終処分委託
量

⑩のうち認定熱回収業者
⑭以外の熱回収を行う業者

への処理委託量

【産業廃棄物の種類（ア～卜）］....................... 
iア． 燃え殻- ク木くず
！イ．汚泥 ケ．繊維くず
切．廃油 コ．動植物性残さ
iエ． 廃酸 サ．動物系同形不要物
lオ．廃アルカリ シ． ゴムくず
i力．庚プラスチック類 ス．金属くず

i．も紙q烹．．．．＂””.. . . .......…•如．． ．店．?.,.:.~泣．転．t．．濶滋器．q宜．．．＂．．．．．

，J.鉱さい ！ 
ク．がれき類 i 
チ．動物のふん尿 i 
ツ． 動物の死1本 i 
テ． ばいじん l 
ト．混合廃棄物その他 l 

； 
···························-•--···--·••-' 



産業廃棄物処理計画実施状況報告書

別紙処理フロー

令和4年度に発生した産業廃棄物ごとの呈と処理計画の実施結果

フローに

竺
ローは別シートに祀載してください。

（単位：t1年） 有償物量

事業場名称 ： 

ャ II⑧た量
自ら中間処理した後再生利用し

不要物等発生量
利用し

-9~ 

0.0 t 

※1 
自社の他事業場
からの搬入量 ③ 

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

“
 

※3 
自ら中間処理した後自社の他事
業場での処理量

A

自
己
処
理

④自ら中間処理した量 ⑥ 
自ら中間処理した

→► II 後の残さ量

0.0 t 

⑤ 
④のうち熱回収を
行った量

注）右上のフローには、令和4年度の実績値を記載してください。下
表の中央列には、令和4年度目標値を記載してください。下表の右
列は、右上フローに記載された令和4年度実績値が自動的に計算
されます、】

項目

処の後たし理処間
量

中
託

ら
委

自
理b

 ↓
 

b
残
さ
物
の
委
託
処
理

0.0 t 

▼
 

（目的別内訳）

『
前

蚕

（渡
2

回）

令和4年度
目標｛直

令和4年度
実績｛直

自社の他事業場での
※2処理量

①排出量 0.0 t 0.0 t 

②十⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量

⑦自ら中間処理により減
量した量

③十⑨自ら埋立処分又は海
洋投入処分を行った量

0.0 t 0.0 t 

0.0 t 

0,0 t 

0.0 t 

0.0 t 

曹

→ B 直接処理委託量 .. 
0.0 t 

0.0 t 0.0 t B
 

⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者へ
の処理委託量

⑫再生利用業者への処
理委託量

⑬認定熱回収業者への
処理委託量

⑭認定勲回収業者以外の熱回
収を行う業者への処理委託量

a.at 

0.0 t 

0.0 t B-1 
中間処理委託
量

0.0 t 0.0 t 

（目的別内訳）

再生利用前
委託量

冠終処分前
委託量

下水等放流
前委託量

⑩のうち認定熱回収業者
⑭以外の熱回収を行う業者

への処理委託量

0.0 t 

0,0 t 

0.0 t 

0.0 t 

直
接
委
託
処
理

0.0 t B-2 
最終処分委託
量

0.0 t 

【産業廃棄物の種類（ア～卜）］
ァ．燃え殻

.．．.．．．.．.．9,.... 
ク木くず

．． 

ィ．汚泥 ケ．繊維くず
！り．廃油 コ．動植物性残さ
江廃酸 サ．動物系固形不要物
Iオ．廃アルカリ シ．ゴムくず
！ヵ． 廃プう芍ック類 ス．金属くず
l缶．．紐怠杞…………．．．．．．．．．．．．怠．．．力互ぶ．．．a泣．七：：：t．．．．陶磁器．岱t

．．．．．．．．． ．．．．．．．．．．．．．． ． 
.,.鉱さい

............... 

ク．がれき類
チ．動物のふん尿
ツ．動物の死体
テ．ばいじん
ト．混合廃棄物その他

- ・・・・ 

l 



産業廃棄物処理計画実施状況報告書

別紙処理フロー

令和4年度に発生した産業廃棄物ごとの量と処理計画の実施結果

フロー
物（

マ
ローは別シートに記載してください。

（単位：t/年） 有償物量

不要物等発生量
利用し

0.0 t 

自ら埋立処
分又は海洋投入処分した量

0.0 t 

※1 
自社の他事業場
からの搬入量 ③ 

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

0.0 t 

事業場名称 ： 

▲
 

0.0 t 

※3 
自ら中間処理した後自社の他事
業場での処理量

（目的別内訳）

A

自
己
処
理

0.0 t 

④自ら中問処理した量

0.0 t 

注）右上のフロ＿には、令和4年度の実績値を記載してください。下
表の中央列には、令和4年度目標値を記載してください。下表の右
列は、右上フローに記載された令和4年度実績値が自動的に計算
されます

゜
項目

ヤ b 
自ら中間処理した後の処
理委託量

0,0 t 

▼
 

0.0 t 

（濾
2

回）

①排出量

令和4年度
目標値

0.5 t 

令和4年度
実績値

2.1 It 

自社の他事業場での
※2処理量

4
 

b
残
さ
物
の
委
託
処
理

ヘ
の処理委託量

1.6 t 

②十⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量

⑦自ら中間処理により減
量した量

③十⑨自ら埋立処分又は海
洋投入処分を行った量

0.0 t 0.0 t 

0,0 t 0.0 t 

．
 

ヤ
B 直接処理委託量 .. ⑩

 
0,0 t 0,0 t 2,1 t 

0.0 t 0.0 t 

⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者へ
の処理委託量

⑫再生利用業者への処
理委狂量

⑬認定熱回収業者への
処理委託量

⑭認定勲回収業者以外の熱回
収を行う案者への処理委託量

0.5 t 

0.5 t 

2.1 t 

2.1 t 

B
 
直
接
委
託
処
理

B-1 
中間処理委託
量

2.1 t 

（目的別内訳）

再生利用前
委託量

最終処分前
委託量

下水等放流
前委託量

1.6 t 

0.5 t ⑪ 
示 1コ 、V 9 ^^コニコエロし」

2.1 

⑩のうち認定熱回収業者
⑭以外の熱回収を行う業者

への処理委託量

0.0 t 1.6 It 

0.0 t 0.0 It B-2量
表終処分委託

0.0 t 0.0 t a.a t 

【産業廃棄物の種類（ア～卜）］
尻”・蔽冠面＂＂．．．．．．．．．． ．．．．．．．ダ昧芍"........---・・・・・

ィ．汚泥 ケ．繊維くず
iウ．廃油 コ．動植物性残さ
iエ廃酸 サ．動物系固形不要物
iオ．廃アルカリ シ． ゴムくず
i力．廃プう芍99類 ス．金属くず
出．．絋g. .……...... ....……••t. .•ぶ訟．．．.~:t.~.,l :::t． ．．．懃磁器．q梵．．….. ..

....... ;;.＂●●伍き．c―、......................…·—·····:

夕．がれき類 ！ 
チ．動物のふん尿 i 
ッ．動物の死体 i 
テ． ばいじん
ト．混合廃棄物その他 I 

i ...,. 

0.0 t 
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3-2 

別紙処理フロー

令和4年度に発生した産業廃棄物ごとの量と処理計画の実施結果

フローに記載した産業廃棄1 し::::
物の種類

※本用紙i
ローは別シートに記戟してください。

（単位：t/年）

不要物等発生量

有償物量

事業場名称 ： 

0.0 t 

⑧ 
自ら中間処理した後再生利用し

→II た量

利用し
ヤ

※1 
自社の他寧業場
からの搬入量

鼻

0.0 t 

③ 
自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

0.0 t 

て`

⑨口ら， lP』~-ッ,-•
分又は海洋投入処分した量

0.0 t 

贔

※3 
自ら中間処理した後自社の他事
業場での処理量

A

自

己

処

理

0.0 t 

④ 自ら中間処理した量 a.a t 

0.0 t 

⑥ 
日ら中間処理しだ

→► II 後の残さ量

0.0 t 0.0 t 

注）右上のフローには、令和4年度の実績値を記穀してください。下
表の中央列には、令和4年度目標値を記載してください。下表の右
列は、右上フローに記載された令和4年度実績値が自動的に計算
されます

゜
項目

令和4年度
目標値

10.8 t 

令和4年度
実績値

15.6 t 

a.a t 

自社の他事業場での
※2処理量

ら中間処理によ
り減量した量

0.0 t 

処の後たし理処間
量

中
託

ら
委

自
理b

 ↓
 

b
残
さ
物
の
委
託
処
理

（濶
2
即
i

)

▼
 

吾ヘ

①排出量

②十⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量

⑦自ら中r.，処理により減
量した量

③十⑨ 自ら埋立処分又は海
洋投入処分を行った量

0.0 t 

0.0 t 0.0 t 

0.0 t 

0.0 t 

0.0 t 

a.a t 

▼
 

ヤ
B 直接処理委託量

15.6 t 0.0 t 

.. ⑬ 
⑩(])うち認定熱回収業者

1 への処理委託量

0.0 t 0.0 t B
 

0.0 t 

⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者へ
の処理委託量

⑫再生利用業者への処
理委託呈

⑬認定熱回収業者への
処理委託量

⑭認定熱回収業者以外の煎回
収を行う業者への処理委託量

10.B,t 15.6 t B-1 
中間処理委託
量

10.8 t 15.6 t 

直
接
委
託
処
理

15.6 t 

（目的別内訳）

再生利用前
委託量

忌終処分前
委託量

下水等放流
前委託量

15.6 t ⑪ 
心 lのつ
業者への処理委託量

15.6 t 

⑩のうち認定熱回収業者
⑭以外の熱回収を行う業者

への処理委託量

O.O•t 

0.0 t 

0.0 t 

0.0 t 

0.0 t 

0.0 t 

B-2量
最終処分委託

0.0 t 

【産業廃棄物の種類（ア～卜）］.．..．．．．．．．．．．．..．．．．．．．．．．．... 9 ~•一••'”............................... ................ 
Iア．燃え殻 ．木くず ソ．鉱さい
iイ．汚泥 ケ．繊維くず クがれき類
切．廃油 コ．動植物性残さ チ．動物のふん尿
；ェ．廃酸 サ．動物系固形不要物 ツ．動物の死体
オ．廃アルカリ シ． ゴムくず テ． 1まいじん
i力．廃プラスチック類 又 金属くず 卜．混合廃棄物その他

i．も．．＇“充．．．．．．．．．．．．． ．．．．．．．．．．．t,', ．．．的．i', ,:.~:t.i．リ：：：・ヒ胸憔器．＜ず．9…,．．．．．．．．．．．． ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ．．．．.. .., . ,_............,

a.a t 
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3-2 

別紙処理フロー

令和4年度に発生した産業廃棄物ごとの量と処理計画の実施結果

フローに記載した産業廃棄
物の種類
※本用紙は廃棄物の種類：：：』とに1枚の記

ローは別シートに記載してください。

（単位：t/年） 有償物量

事業場名称 ： 

ヤ II⑧た量
自ら中閤処理した後再生利用し

不要物等発生量 し

※1 
自社の他事業場
からの搬入量

▲
 

③ 
自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

~
 

※3 
自ら中間処理した後自社の他事
業場での処理量

A

自
己
処
理

④自ら中間処理した量 ⑥ 
自ら中間処理し

~I 後の残さ量

0.0 t 

⑤ 
④のうち熱回収を
行った量

注）右上のフローには、令和4年度の実績値を記爺してください。下
表の中央列には｀令和4年度目標値を記載してください。下表の右
列はぐも上フローに記載された令和4年度実績値が自動的に計算
されます

゜
項目

b 
自ら中間処理した後の処
理委託量

0,0 t 

（滋
2

酎）

①排出量

②十⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量

⑦自ら中間処理により減
量した量

③十⑨自ら埋立処分又は海
洋投入処分を行った量

⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者へ
の処理委託量

⑫再生利用業者への処
理委託量

⑬認定熱回収業者への
処理委託量

I⑭認定熱回収業者以外の熱回
収を行う案者への処理委託量

令和4年度
目標値

0.0lt 

※2 
自社の他事業場での
処理量

⑦ 
自ら中間処理によ
り減量した量

0.0 t 

4
 

b
残
さ
物
の
委
託
処
理

y
 

0,0 t 0.0 t 

0.0 t 

0.0 t 

0.0 t 

0.0 t 

0.0 t 

0.0 t 

0.0,t 

0,0 t 

令和4年度
実績値

0.0 t 

0,0 t 

0.0 t 

0.0 t B
 

0.0 t 

a.a t 

0.0 t 

0.0 t 

0.0 t 

▼
 

ヤ
B 直接処理委託量 .. 

0.0 t 

直
接
委
託
処
理

B-1 
中間処理委託
旦

0.0 t 

B-2 
最終処分委託
量

（目的別内訳）

再生利用前
委託量

丑終処分前
委託量

下水等放流
前委託量

【産業廃棄物の種類（ア～卜）］．．．．．．．．．．．．．． 
！ア．燃え殻

............ _ 
ク木くず-・・・・・・  ソ．鉱さい

lィ．汚泥 ケ．繊維くず ,.がれき類
lり．廃油 コ．動植物性残さ チ．動物のふん尿
江廃酸 サ．動物系固形不要物 ツ．動物の死体
lオ．廃アルカリ シ．ゴムくず テ．ばいじん
；ヵ．廃プう芍テク類 ス．金属くず 卜．混合廃棄物その他
l 知．．．緻怠究．．＂．．．．．贔●●●●●●●●●●●●●●●如．．虻認．．．aな剋：：：K．園磁器．令t.”••一•,..........................,…,..................

⑩のうち認定熱回収業者
⑭以外の熱回収を行う業者

への処理委託量



産業廃棄物処理計画実施状況報告書

別紙処理フロー

令和4年度に発生した産業廃棄物ごとの量と処理計画の実施結果

喧二；；`朽記載:::？なる
（単位：t/年）

した後再生利用し

有償物量

事業場名称 ： 

0.0 t 

不要物等発生量 し

0.0 t 

⑨ 
“̂°‘‘叫rr],,_,ヽ 凡CJ,u、-.. 

0.0 

※1 
自社の他事業場
からの搬入量 ③ 

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

0.0 t 

▲
 

※3 
自ら中間処理した後自社の他寧
業場での処理量

A

自

己

処

理

0.0 t 

自ら中間処理した量 0.0 t 

0.0 t 

注）右上のフローには、令和4年度の実績値を記載してください。下
表の中央列には、令和4年度目標値を記載してください。下表の右
列は、右上フローに記載された令和4年度実績値が自動的に計算
されますD 

項目
令ー和4年度

目標｛直

790.4 t 

令和4年度
実績値

610.9 t 

0.0 t 

⑥ 
自ら中閤

→II 後の残さ

0.0 

⑦ 
自ら中間処理によ
り減量した量

0.0 t 

処の後たし理処間
量工

中
・l

ーーロ

ら
委

自
理b

 
ヤ

b
残
さ
物
の
委
託
処
理

0.0 t 

y
 

※2 
自社の他事業場での
処理量

（濾
2

回）

①排出量

②十⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量

0.0 t 0.0 t 

0,0 t 0.0 t 
▼
 

ヤ
B 直接処理委託量 .. 

⑦自ら中間処理により減
量した量

③十⑨自ら埋立処分又は海
洋投入処分を行った量

⑩全処理委託量

0.0 t 0.0 t 610.9 t 

0.0 t 0.0 t B
 

790.4 t 610.9 t B-1 
中間処理委託
量

⑪優良認定処理業者へ
の処理委託量

⑫再生利用業者への処
理委託量

⑬認定熱回収業者への
処理委託量

⑭詑定熱回収業者以外の熱回
収を行う業者への処理委託量

8.0 t 461.7.t 

直
接
委
託
処
理

610.9 t 

（目的別内訳）

再生利用前
委託量

晟終処分前
委託量

下水等放流
前委託量

598.3 t 

12.6 t ⑩のうち認定熱回収業者
⑭以外の熱回収を行う業者

への処理委託量

782.4 t 598.3 it 

0.0 t 0.0 It B-2 
最終処分委託
量

【産業鹿棄物の種類 （ア～卜）］
l ア． 燃え被" ..．．．．．．．．．．．ダ深芍".....．．．．”`｀｀”"＂"＂”·—-••……. .. ....;i..1話t.＼＂"”””””............ i 

イ．汚泥 ケ．繊維くず 夕．がれき類 ！ 
り．廃油 ユ動植物性残さ そ動物のふん尿 l 
江~廃酪 サ．動物系固形不要物 ツ・ 動物の死体
iォ．廃アルカリ シ． ゴムくず テ． ばいじん ！ 
l力．廃プぅスチック類 入金属くず ト．混合廃棄物その他 i 
i．屯．絹Kf."＂＂..................＃• .- ． ． ．m.l.ギ2ン9.『1ヰ．聾磁器．臼烹．．．．． ． ．．，．．，．．．．，．．．．．．．．．．．．．．．．．”-一•••_.. .. ............. ; 

0.0 t 

0.0 t 0.0 t 0.0 t 



産業廃棄物処理計画実施状況報告書

別紙処理フロー

令和4年度に発生した産業廃棄物ごとの量と処理計画の実施結果
フローに記：：：産：廃：I 枚 : :「のふん尿廃 紐I 「 ... ... .......9•一•,......... .. ...……••,． ．． ．． 、．．．．．．．．．．．．． 9•一•••••一··,......-•…••一•••,.........................---,......., 

物の種類 i「動物のふん尿」には業種指定があり、該当業種以外では一般廃棄物となり、報告i
※本用紙 棄物の類-とに1 の記とょます。異なるー の処理フ

i対象外です．

ローは別シートに記載してください。 l【該当婁種l畜崖農婁⇒ | | L....___,,........................ —---......................... 
（単位：t1年） 有償物量

事業湯名称 ： 

ヤ II⑧た量
自ら中間処理した後再生利用し

不要物等発生量
ヤ

※1 
自社の他事業場
からの搬入量

た量

③ 
自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

鼻

※3 
自ら中間処理した後自社の他事
業場での処理量

的別内

A

自
己
処
理

④自ら中間処理した量

注）右上のフローには、令和4年度の実績値を記載してください。下
表の中央列には、令和4年度目標値を記載してください。下表の右
列は、右上フローに記載された令和4年度実績直が自動的に計算
されます

項目

処の後たし理処間
量

中
託

ら
委

自
理b

 4
 

b
残
さ
物
の
委
託
処
理

0.0 t 

令和4年度
目標値

令和4年度
実績値

※2 
自社の他事業場での
処理量

．
 

（濶
2

国）

①排出量 0.0 t 0.0 t 

②十⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量

⑦自ら中間処理により減
量した量

③十⑨自ら埋立処分又は海
洋投入処分を行った量

0.0 t 0.0 t 

0.0 t 

a.at 

0.0 t 

0,0 t 

▼
 

-9~ B 直接処理委託量
~ 

0,0 t 

0.0 t 0.0 t B
 

⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者へ
の処理委託量

⑫再生利用業者への処
理委託量

⑬認定熱回収業者への
処理委託量

⑭認定熱回収集者以外の熱回
収を行う業者への処理委託量

0,0 t B-1 
中間処理委託
量

0,0 t 

0.0 t 

a.at 

0,0 t 

0.0 t 

0.0 t 

a.a t 

0.0 t 

0.0 t 

直
接
委
託
処
理

0.0 t 

B-2 
最終処分委託
量

（目的別内訳）

再生利用前
委託量

最終処分前
委託量

下水等放流
前委託量

【産業廃棄物の種類（ア～卜）】
げ．．．．磁這"........．．．．．．．．．．り：．．．．寂守””"＂＂＂-·.....”•一••,．．．～．．．．．．．．．．．．．．＂．．．．． ．．．．...........................

ソ．鉱さい
iイ．汚泥 ケ．繊維くず クがれき類 I 
切．廃油 コ．動植物性残さ チ．動物のふん尿
iエ廃酸 サ．動物系同形不要物 ツ．動物の死体
！オ．廃アルカリ シ．ゴムくず テ．ばいじん
i力．廃プう店朽ク類 ス，金属くず ト．混合廃棄物その他 ！ 
l．も．．．絋ぐ呪．．’＂＂＂”"．．．．．．～•••丸．虻ぅK.,;i;;,ク北士．陶磁器．Q烹．．．．．．．～“．．．．．,．,,．．．．．．．．．．．．．．．………........................... .. 

⑩のうち認定熱回収業者
⑭以外の熱回収を行う業者

への処理委託量



産業廃棄物処理計画実施状況報告書

別紙処理フロー

令和4年度に発生した産業廃棄物ごとの量と処理計画の実施結果

フロ；に記：：：：：I 枚 ；豆動物:::廃棄物 1 三'9999999999999●●●●●●●● 9999999999---•••一999  9999•9•99999999999…•999999 9•99 99 •••••••----9•••• 999•••••••9 999 991  

物の種類 i「動物の死体」には業種指定があり、該当業種以外では一般廃棄物となり、報告対 ！

※ 用紙I • の -とに1 の記 よりま。 よる の処理フ
！象外です。

ローは別シートに記載してください。
l【該当彙!I]畜崖農業

一”●●●9●●●●9●●"●99,........._ ＿．．，．．．．．．．,．．．．,.. ！ 
（単位：t1年） = 

事業場名称 ： 

不要物等発生量

ヤ II⑧た量
自ら中間処理した後再生利用し

し

※1 
． 自社の他事業場
・ からの搬入量

▲
 

③ 
自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

量

※3 
自ら中間処理した後自社の他事
業場での処理量

A

自
己
処
理

④自ら中間処理した量
口ら中間処理した

→ 11⑥後の残さ量

a.a t 0,0 t 

注）右上のフローには、令和4年度の実績値を記載してください。下
表の中央列には、令和4年度目標値を記載してください。下表の右
列は、右上フローに記載された令和4年度実績値が自動的に計算
されます

゜
項目

処の後たし理処間
量

中
託

ら
委

自
理b

 ↓
 

b
残

さ

物

の

委

託

処

理

▼
 

（濶
[
2
酎）

①排出量

②十⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量

⑦自ら中間処理により減
量した量

③十⑨自ら埋立処分又は海
洋投入処分を行った量

令和4年度
目標値

a.at 

令和4年度
実績値

a.a t 

自社の他事業場での
※2処理量

I t 

0.0 t 0.0 t 

0.0 t 0.0 t 
▼
 

→ B 直接処理委託量
~ 

0.0 t 0.0 t 0.0 t 

0.0 t 0.0 t B
 

⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者へ
の処理委託量

⑫再生利用業者への処
理委託量

⑬認定熱回収業者への
処理委託量

⑭琵定熱回収案者以外の熱回
収を行う業者への処理委託量

0.0 t 

0.0 t 

0.0 t 8-1 
中間処理委託
量

0.0 t 

a.at 0.0 t B-2 
晟終処分委託
量

0.0 t 

0.0 t 

0.0 t 

0.0 t 

直
接
委
託
処
理

0.0 t 

（目的別内訳）

再生利用前
委託量

最終処分前
委託量

下水等放流
前委託量

【産業廃棄物の種類（ア～卜）］
；ナ．；”＇磁＇民祓".,..........,．．．．．．．り言寂＇汗―•一•一••"""""""'●99• …......,．；j'．,．．．砿否'"""""•一··—••

iィ，汚泥 ケ，繊維くず ク，がれき類
切．廃油 コ，動槽物性残さ チ．動物のふん尿 ！ 
江廃酸 サ．動物系固形不要物 ツ．動物の死体
lオ．廃アルカリ シ． ゴムくず そばいじん 1 
！力，廃プラスチ9ク類 ス，金属くず 卜，混合廃棄物その他 i 
注．喬ti究，．．＂°＂”’•一••••,;如．h．．．奴．．．3泣．化：：：｝．？．陶滋器．｛f．．．．．—•一•’'”..................... ...........●●● ●●'”.........i 

⑩のうち認定熟回収業者
⑭以外の熱回収を行う業者

への処理委託量



産業廃棄物処理計画実施状況報告書

3-2 

別紙処理フロー

令和4年度に発生した産業廃棄物ごとの量と処理計画の実施結果

喧；；；；~；；髯ぞぐ記載しご：なる
（単位：t/年） 有償物量

不要物等発生量

※1 
自社の他事業場
からの搬入量

利用し

③ 
自ら直接埋立処分又I
海洋投入処分した量

事業場名称 ： 

ll 

⑧ 
自ら中間処理し
た量

※3 
自ら中問処理した後自社の他事
業場での処理量

（目的別内訳）

A
 

自
己
処
理

④自ら中間処理した量 → 

注）右上のフローには、令和4年度の実績値を記載してください。下
表の中央m」には、令和4年度目標値を記載してください。下表の右
列は、右上フローに記載された令和4年度実績値が自動的に計算
されます

と—

項目

t
 

処の後たし理処問
量

中
託

ら
委

自
理b

 
4
 

b
残
さ
物
の
委
託
処
理

0.0 t 

，
 

（渾
i
2
i
m
)

令和4年度
目標値

令和4年度
実績値

自社の他事業場での
※2処理量

①排出量 0.0 t 0,0 t 

②十⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量

⑦自ら中間処理により減
量した量

③十⑨自ら埋立処分又は海
洋投入処分を行った量

o.o t 0.0 t 

O.O・t 0.0 t 
▼
 

ー
B 直接処理委託量

"' 
0.0 t 0,0 t 0.0 t 

O.Ot 0.0 t 

⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者へ
の処理委託量

⑫再生利用業者への処
理委託量

⑬認定熱回収業者への
処理委託量

⑭認定勲回収業者以外の熱回
収を行う業者への処理委託量

0.0 t 

0.0 t 

0.0 t 

0.0 t 

0.0 t 

B
 

0.0 t 

直
接
委
託
処
理

B-1 
中間処理委託
量

0.0 t 0.0 t 

0.0 t 0.0 t 

0.0 t 

8-2量
最終処分委託

（目的別内訳）

再生利用前
委託量

最終処分前
委託量

下水等放流
前委託量

⑩のうち認定熱回収業者
⑭以外の熱回収を行う業者

への処理委託量

【産業廃棄物の種類 （ア～卜）］
！戌＂涵這““...........”--••T双守”...．．．． ．．．．．．．． ．．．．．““●●● ヽ．． ． ．．ー•••一初畜g、一

iイ．汚泥 ケ．繊維くず 夕．がれき類
lウ．廃油 コ．動植物性残さ チ．動物のふん尿
iエ．廃酸 サ．動物系固形不要物 ツ．動物の死体
iオ．廃アルカリ シ． ゴムくず テ．ばいじん
i力．廃プラスチック類 入 金属くず 卜．混合廃棄物その他
［を， 饂くず．．．．．．．．．．．．…………••11....../i.互i.：北剋．ゴト．．．．塵磁器．＜烹．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ● ● ● •一•..．． ． ． .... . ．．



産業廃棄物処理計画実施状況報告書

別紙処理フロー

令和4年度に発生した産業廃棄物ごとの塁と処理計画の実施結果

色k］：；；：:i:日とに1枚こ：と::7:t::m；物の処理フ
ローは別シートに記載してください。

（単位：t/年）

事棠場名称 ： 

⑧ 
自ら中問処理した後再生利用し
た量

0,0 t 

不要物等発生量
ヤ

※1 
自社の他事業場
からの搬入量

た量

0.0 t 

③ 
自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

0.0 t 

⑨ 
“^">ヽ円 でヽ9X.ノヽ心l』 U‘-.... 

0,0 

鼻

※3 
自ら中闇処理した後自社の他事
業場での処理量

（目的別内訳）

A

自

己

処

理

0.0 t 

④ 自ら中間処理した量

0.0 t 

注）右上のフローには、令和4年度の実績値を記載してください。下
表の中央列には、令和4年度目標値を記載してください。下表の右
列は、右上フローに記載された令和4年度実績値が自動的に計算
されます． 

項目

0.0 t 

処の後たし理処間
量

中
託
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委

自
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b
残
さ
物
の
委
託
処
理

0.0 t 

0.0 t 

▼
 

（瀾
[
2
回）

令和4年度
目標値

令和4年度
実籟値

※2 
自社の他事業場での
処理量 の処理委託量

①排出量 72.9 t 89.9 t 6.0 t 

②十⑧ 自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量

⑦自ら中間処理により減
量した量

③十⑨ 自ら埋立処分又は海
洋投入処分を行った量

⑩全処理委託量

0.0 t 0.0 t 

0.0 t 

0.0 t 

0.0 t 

0.0 t 

0.0 t 0.0 t 

冒

B
 

ヤ
B 直接処理委託量 • 

89.9 t 

6.0 t 

72.9 t 89.9 t 
直
接
委
託
処
理

B-1 
中間処理委託
量

⑪優良認定処理業者へ
の処理委託量

⑫再生利用業者への処
理委託量

⑬認定熱回収業者への
処理委託量

⑭認定熱回収業者以外の熱回
収を行う業名への処理委託量

72.9 t 89.9 t 89.9 t 

（目的別内訳）

再生利用前
委託量

最終処分前
委託量

下水等放流
前委託量

83.9 t ⑩のうち認定熱回収業者
⑭以外の熱回収を行う業者

への処理委託量

0.0 t 6.0 t 0.0 t 

4.5 t 0.0 t B-2 
最終処分委託
量

.....................-］ 

0.0 t 0.0 t 0.0 t 

［産業廃棄物の種類（ア～卜）l....... 
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産業廃棄物処理計画実施状況報告書

| 3-1I 臀 I 自主

n』9渭 n
雫霜噌"'1,1’’.＂‘^エ T..L いユ罠． （単位．トン）

ア イ ウ :c オ 力 キ ク ケ コ サ シ ス セ ソ 夕 千 ツ テ 卜

燃え殻 汚泥 廃油 廃酸 廃アI]ルカ
-,．=;廃1ヰカ 紙くず 木くず 繊維くず 動植Z物+性 動物系

ゴムくず 金属くず 力万ス・コンクリー
鉱さい がれき類 動ふ物んの尿 動元物J士の— ぱいじん 混合そ廃の他棄物 合計固形不蔓物 ト・閾磁暑くず

①排出量 19.8 4.7 19.6 0.5 10.8 790.4 72.9 918.7 

令 ②十⑧自ら再生利用を行う量

゜゜゜ l ゜゜ ゜ ゜ ゜和 ⑤ 自ら熱回収を行う量

゜゜゜ ゜゜ ゜ ゜ ゜4 ⑦自ら中間処理により減量する量

゜゜゜ ゜゜ ゜ ゜ ゜年 ③十⑨自ら埋立処分又は海洋投入処分を行う量

゜゜゜ ゜゜ ゜ ゜ ゜度 ⑩全処理委託量 19.8 4.7 19.6 0.5 10.8 790.4 72.9 918.7 

目⑪優良認定処理棠者への処理委託量 19.8 4.7 19.6 0.5 10.8 8.0 72.9 136.3 

標 ⑫再生利用業者への処理委託量

゜゜゜ ゜゜
782.4 

゜
782.4 

⑬認定熱回収業者への処理委託量

゜゜゜ ゜゜ ゜
4.5 4.5 

⑭認定熱回収業者以外の熱回収を行う業者への処理委託量

゜゜゜ ゜゜ ゜ ゜ ゜①当該事業場における排出量 21.3 14.7 21.1 2.1 15.6 610.9 89.9 775.6 

※1自社の他事業場からの搬入量

② 自ら直接再生利用した量

③ 自ら直接埋立処分又は海洋投入処分した量

④ 自ら中間処理した量
ト・・・..,．＊999 999 99,. “ "' 

..................... 
l⑤ ④のうち熱回収を行った量
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※2自社の他事業場での処理量

⑥ 自ら中間処理した後の残さ量

A ⑦ 自ら中閤処理により減量した量

自
自゚ ⑧ 自ら中問処理した後再生利用した量

己 己残
⑨ 分自らした中量間処理した復自ら埋立処分又は海洋投入処

処 処さ

T^コ 理
理物

※3 自ら中間処理した後自社の他事業場での処理量の

和 b 自ら中間処理した後の処理委託量

4 b-1 中閲処理委託量

年 再生利用前委託量
. -

度 最終処分前委託量

実 下水等放流前委託量

績 b-2最終処分委託量

B 直接処理委託量 21.3 14.7 21.1 2.1 15.6 610.9 89.9 775.6 
B 
直 B-1 中間処理委託量 21.3 14.7 21.1 2.1 15.6 610.9 89.9 775.6 
接 再生利用前委託量 13.3 1.6 598.3 6.0 619.2 
委 ＇ 
託 最終処分前委託量 8.0 14.7 21.1 0.5 15.6 12.6 83.9 156.4 
処 下水等放流前委託量
理

日ー2最終処分委託量

⑩直接及び自ら中問処理した後の処理委託量 21.3 14.7 21.1 2.1 15.6 610.9 89.9 775.6 

⑪ ⑩のうち優良認定処理業者への処理委託量 21.3 14.7 13.1 2.1 15.6 461.7 89.9 618.4 

⑫ ⑩のうち再生利用棠者への処理委託量 13.3 1.6 598.3 6.0 619.2 

⑬ ⑩のうち認定熱回収業者への処理委託量

⑭ ⑩理の委う託ち量認定熱回収集者以外の熱回収を行う集者への処



く業種限定がある産業廃棄物一覧＞

本事業の報告対象となる廃棄物は、産業廃棄物と特別管理産業廃棄物です。一部の産業廃棄物
は業種が限定されています。下表に示す種類は、業種が限定された産業廃棄物です。同じ種類で

あっても限定業種以外の事業場から発生したものは一般廃棄物になるため、本事業での報告対象
にはなりませんので、ご注意ください。

産業廃棄物の稀類 限定業種
① 建設業に係るもの（エ作物の新築、改築又は除去に伴って牛じたもの
に限る。）
② パルプ、紙又は紙加工品の製造業に係るもの
③ 新聞業に係るもの（新聞巻取紙を使用して印刷発行を行うものに限

紙くず る。）
④ 出版業に係るもの（印刷出版を行うものに限る。）
⑤ 製本業及び印刷物加工業に係るもの
⑥ ポリ塩化ビ｀フェニル(PCI3)が塗布され、又は染み込んだもの

① 建設業に係るもの（T.作物の新築、改築又は除去に伴って生じたもの
に限る。）
② 木材又は木製品の製造業（家具の製造業を含む。）に係るもの
③ パルプ製造業に係るもの

木くず ④ 輸入木材の卸売業に係るもの
⑤ 物品貨貸哭に係るもの
⑥ 貨物の流通のために使用したパレットに係るもの（パレットヘの貨物
0)租付けのために使用したこん包用の木材を含む。）
⑦ PCBが染み込んだもの

① 建設業に係るもの（エ作物の新築、改築又は除去に伴って生じたもの
に限る。）

繊維くず ② 繊維工業（衣服その他の繊維製品型造業を除く。）に係るものであっ
て木綿くず、羊毛くず等の天然繊維
③ PCBが染み込んだもの

食料品製造業、飲料・たばこ・飼料・製造業（たばこ製造業を除く。）、
医薬品製造業又は香料製造業において原料として使用した動物又は植物に

動植物性残さ 係る固形状の不要物（あめかす、のりかす、醸造かす、発酵かす、魚及び
獣のあら等）

と畜場において処分した獣畜、食烏処理場において処理した食烏に係る
動物系固形不要物 固形状の不要物

動物のふん尿
畜産農業に係るものであって畜舎廃水を含む。

動物の死体
畜産農業に係るものに限る。

※ 「木くず」は、政令改正に伴い、平成20年4月1日から限定業種に「物品賃貸業」が加わ

り、全業種を対象とした「貨物の流通のために使用したパレットに係る木くず」も加わりま
した。


